
 

 

 

 

 

平成２７年度のスタートに当たって 
このたび、４月 1日付で校長として着任いたしました 中山 徹  と申します。 

 新校舎が完成した豊玉第二中学校に赴任できたことに、大きな喜び、そして誇りを感じています。

５４年の伝統を大切にしながら、生徒たちが明るく元気に活動できる、温かな雰囲気の学校とし 

て、さらに本校を発展させていきたいと考えています。 

 なお、今年度も小中一貫教育実践校として、豊玉第二小学校、豊玉東小学校とともに取り組みを

推進していきます。新校舎３階の小中連携教室の活用も進めていきます。 

皆様のご理解、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

今年度の本校教育活動の重点として、以下のような内容を考えています。詳細は、後日、学校経

営計画として、学校ホームページにも載せていきます。 

１ 質の高い教育の提供 

① 学力の定着・向上（基礎的・基本的な知識技能の習得、思考力・判断力・表現力の育成、補充学

習の推進、少人数授業の充実、読書活動の推進、学校図書館の有効利用など） 

② 豊かな心の育成（道徳授業の充実、いじめ防止の環境整備、配慮を要する生徒への対応、教育相

談の充実、部活動の充実、基本的生活習慣に関する確実な指導など） 

③ 健康な体づくり（定期健康診断・身体計測・体力測定の確実な実施、学校保健委員会の実施、食

育の充実、アレルギー対応など） 

④ 新校舎の環境整備、校庭整備に伴う諸課題への対応 

２ 特別支援教育の充実 

① 通級学級（若草学級）指導の充実 

② 特別支援コーディネーターを中心とした校内支援体制の整備、組織的な対応 

 ③ 校内特別支援委員会の定期的な実施、スクールカウンセラー・心の相談員との連携強化 

３ 小中一貫教育の推進 

① 小中連携教室を有効に活用した「小中一貫教育プログラム」の実施 

② 教科担当者ごとの小中連携の推進、乗り入れ授業の実施、指導案集の編集 

③ 児童・生徒の交流活動の実施、さらなる活動の工夫 

４ 信頼される学校づくり 

① 安全教育の推進 

② 地域に開かれた学校づくり、地域とともに歩む学校づくり 

③ 避難拠点としての学校の役割明確化、練馬区役所・地域との連携 

  ④（信頼される学校づくりの基盤としての）服務の厳正、教職員研修の推進 
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